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は
じ
め
に

　

今
回
の
「
紹
介
と
批
評
」
で
取
り
あ
げ
る
本
書
は
、
カ
ナ
ダ
連
邦

政
府
が
一
九
七
一
年
に
導
入
し
た
多
文
化
主
義
を
一
貫
し
て
拒
否
し

続
け
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
語
系
カ
ナ
ダ
人
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
「
ケ

ベ
ッ
ク
州
」
の
社
会
統
合
を
進
め
る
た
め
に
は
、
多
文
化
主
義
に
替

わ
る
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
の
ほ
う
が
よ
い
と
強
く
推
奨
す

る
ケ
ベ
ッ
ク
大
学
の
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ブ
シ
ャ
ー
ル
教
授
が
そ
の
主
張

を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
本
（Gèrard Bouchard, L

’inter­
culturalism

e. U
n point de vue québécouis 

（M
ontréal: 

Boréal, 2012

））
の
翻
訳
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
教
授
に
よ
る
『
ケ

ベ
ッ
ク
の
生
成
と
新
世
界
』（
彩
流
社
、
二
〇
〇
七
年
）
の
監
訳
者

で
あ
る
竹
中
豊
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
筆
者
の
文
体
は
、「
い
さ

さ
か
饒
舌
で
重
複
の
目
立
つ
文
体
」
で
あ
る
こ
と
は
本
訳
書
に
お
い

て
も
変
わ
り
な
い
が
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
特
殊
性
を
強
調
す
る
本
書
の

テ
ー
マ
そ
の
も
の
が
賛
否
両
論
の
多
い
繊
細
で
微
妙
な
も
の
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
仕
方
な
い
。
議
論
そ
の
も
の
は
多
少
抽
象
的
だ
が

明
確
で
体
系
的
で
あ
る
。

　

本
書
の
執
筆
者
は
ケ
ベ
ッ
ク
大
学
シ
ク
チ
ミ
校
の
教
授
と
し
て
活

動
し
、
歴
史
学
・
社
会
学
の
業
績
が
あ
る
。
筆
者
は
ケ
ベ
ッ
ク
州
首

相
を
務
め
た
こ
と
が
あ
る
兄
の
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ブ
シ
ャ
ー
ル
（
ケ

ベ
ッ
ク
党
、
一
九
九
六
年
―
二
〇
〇
一
年
）
の
弟
だ
と
紹
介
さ
れ
る

の
が
普
通
だ
っ
た
が
、
二
〇
〇
七
年
―
二
〇
〇
八
年
の
ケ
ベ
ッ
ク
州

政
府
の
「
文
化
的
差
異
に
関
わ
る
調
整
の
実
践
に
関
す
る
諮
問
委
員

会
」
の
共
同
委
員
長
を
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
と
と
も
に
務
め
て

以
降
大
き
く
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
間
文
化
主
義

の
伝
道
者
と
し
て
欧
米
だ
け
で
な
く
日
本
に
も
訪
れ
て
い
る
。
近
年

Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
多
文
化
主
義
は
失
敗
し
た
の
で
、
そ
れ
に
替
わ
る
イ

ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
を
推
奨
す
る
動
き
が
強
く
な
る
と
同
時

に
、
メ
ル
ケ
ル
独
首
相
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
英
首
相
、
そ
し
て
サ
ル
コ
ジ

仏
大
統
領
が
二
〇
一
〇
年
代
初
頭
に
「
多
文
化
主
義
の
失
敗
」
を
論

じ
、
多
文
化
主
義
の
評
判
は
大
い
に
傷
つ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
に
替

わ
る
間
文
化
主
義
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
の
よ
う
に
多
文
化

主
義
と
違
う
の
か
体
系
的
に
論
じ
た
本
書
に
注
目
し
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
い
の
で
こ
こ
に
扱
い
た
い
。
た
だ
し
、
ケ
ベ
ッ
ク
で
論
じ
ら

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ブ
シ
ャ
ー
ル
（
丹
羽
卓
監
訳
）

『
間イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム

文
化
主
義
―
―
多
文
化
共
生
の
新

し
い
可
能
性
―
―
』

紹
介
と
批
評
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れ
る
間
文
化
主
義
と
Ｅ
Ｕ
の
そ
れ
と
は
多
少
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
前
も
っ
て
注
意
し
て
お
き
た
い
。

紹　

介

　

目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

序　

章

　

第
一
章　

ケ
ベ
ッ
ク
の
間
文
化
主
義
の
条
件
と
基
盤

　

第
二
章　

ケ
ベ
ッ
ク
の
間
文
化
主
義
―
―
定
義
の
試
み

　

第
三
章　

間
文
化
主
義
と
多
文
化
主
義

　

第
四
章　

間
文
化
主
義
の
批
判
と
擁
護

　

第
五
章　

包
摂
的
な
ラ
イ
シ
テ
の
た
め
に

　

結　

論

　

展
望
―
―
間
文
化
主
義
と
ケ
ベ
ッ
ク
の
た
め
に

　

後
書
き

�

（
訳
者
後
書
き
、
文
献
一
覧
含
ん
で
四
〇
〇
頁
）

本
書
の
概
要

　

以
下
各
章
の
概
略
を
紹
介
す
る
。
序
章
は
、
本
書
で
著
者
が
明
ら

か
に
し
た
い
こ
と
を
紹
介
す
る
。
ま
ず
、
著
者
が
カ
ナ
ダ
の
多
文
化

主
義
は
歴
史
的
に
フ
ラ
ン
ス
語
系
カ
ナ
ダ
人
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ

る
ケ
ベ
ッ
ク
州
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
論
じ
る
。
し
か
し
、
筆
者

は
カ
ナ
ダ
か
ら
ケ
ベ
ッ
ク
を
独
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
過
激
な
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ス
ト
で
は
な
い
こ
と
、
む
し
ろ
、
そ
れ
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、

カ
ナ
ダ
連
邦
で
の
地
位
を
守
り
つ
つ
も
ケ
ベ
ッ
ク
を
フ
ラ
ン
ス
語
と

フ
ラ
ン
ス
語
系
文
化
に
根
付
く
、
リ
ベ
ラ
ル
な
価
値
を
中
核
に
置
い

て
、
州
人
口
の
多
様
化
が
急
激
に
進
む
多
文
化
社
会
ケ
ベ
ッ
ク
の
安

定
的
統
合
の
た
め
の
方
策
と
し
て
間
文
化
主
義
を
論
じ
た
い
と
す
る
。

要
す
る
に
本
書
で
は
、
⒜
カ
ナ
ダ
多
文
化
主
義
の
拒
否
、
⒝
同
化
モ

デ
ル
の
拒
否
、
⒞
ケ
ベ
ッ
ク
社
会
の
基
本
的
価
値
に
基
づ
く
統
合
の

重
要
性
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
を
予
告
す
る
。
最
後
に
、
間
文
化
主

義
へ
の
支
持
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
誤
解
か
ら
の
反
対
も
今
な
お

根
強
い
の
で
、
批
判
へ
の
反
論
も
ま
だ
ま
だ
必
要
だ
と
い
う
。

　

第
一
章
で
は
、
以
下
の
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。

①　

ケ
ベ
ッ
ク
が
北
米
で
は
大
変
例
外
的
な
存
在
で
あ
り
、
ケ
ベ
ッ

ク
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
語
系
カ
ナ
ダ
人
に
よ
る
ケ

ベ
ッ
ク
は
一
つ
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
。

②　

ケ
ベ
ッ
ク
に
お
い
て
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
フ
ラ
ン
ス
語
系
カ
ナ
ダ

人
は
、
同
時
に
北
米
・
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る

と
い
う
二
重
の
性
格
を
も
つ
。

③　

ケ
ベ
ッ
ク
の
人
口
多
様
化
に
と
も
な
い
、
伝
統
文
化
・
言
語
と

新
し
い
住
民
の
文
化
・
言
語
統
合
と
多
様
性
の
管
理
が
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
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④　

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
り
、
同
時
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
と
い

う
二
重
の
立
場
が
、
ケ
ベ
ッ
ク
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
脆
弱
性
と
な
っ
て

い
る
。

⑤　

フ
ラ
ン
ス
文
化
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
は
、

ラ
イ
シ
テ
の
観
点
か
ら
ケ
ベ
ッ
ク
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成
要
素
に
は

入
れ
な
い
。

⑥　

ケ
ベ
ッ
ク
は
個
人
の
権
利
を
尊
重
し
、
自
由
主
義
の
伝
統
を
も

つ
の
で
多
様
性
を
尊
重
す
る
多
元
主
義
を
受
け
入
れ
て
は
い
る
も

の
の
、
依
然
と
し
て
他
の
社
会
同
様
に
外
国
人
嫌
い
、
自
文
化
中

心
主
義
者
は
存
在
す
る
。

⑦　

個
人
の
権
利
を
尊
重
す
る
と
同
時
に
、
集
合
体
と
し
て
の
ケ

ベ
ッ
ク
の
集
合
的
権
利
も
尊
重
す
る
。

⑧　

ケ
ベ
ッ
ク
の
フ
ラ
ン
ス
語
系
文
化
・
言
語
は
カ
ナ
ダ
の
英
文

化
・
言
語
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
付
随
す
る
英
文
化
・
言

語
の
圧
力
の
も
と
に
あ
る
。

⑨　

社
会
の
統
合
に
は
、
普
遍
的
で
抽
象
的
な
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
的
な
原

理
原
則
を
採
用
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
。
必
ず
や
象
徴
的
な
絆
、

帰
属
、
記
憶
、
価
値
、
将
来
計
画
で
あ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
な

ど
の
構
成
要
素
が
必
要
で
あ
る
。

⑩　

二
〇
〇
七
年
か
ら
〇
八
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
「
妥
当
な
る
調

整
」
に
お
い
て
は
、
多
様
性
に
基
づ
く
紛
争
・
対
立
の
調
整
と
同

時
に
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
フ
ラ
ン
ス
語
系
住
民
の
も
つ
、
ケ
ベ
ッ
ク

の
伝
統
文
化
・
言
語
の
将
来
が
危
ぶ
ま
れ
る
と
の
不
安
・
不
満
が

数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
応
す
る
必
要
を
論
じ
た
後
に
、
筆
者
は
、

多
文
化
社
会
化
す
る
社
会
の
統
合
に
は
、
均
質
的
な
一
元
的
モ
デ
ル

で
は
な
く
、
多
様
性
を
包
摂
す
る
多
元
的
モ
デ
ル
が
必
要
だ
が
、
中

核
文
化
・
言
語
の
な
い
多
元
的
社
会
統
合
モ
デ
ル
（
カ
ナ
ダ
多
文
化

主
義
）
な
ど
は
不
十
分
な
の
で
多
元
的
で
あ
る
と
同
時
に
二
元
的
な

モ
デ
ル
こ
そ
が
、
ケ
ベ
ッ
ク
に
は
必
要
だ
と
説
く
。

　

第
二
章
は
以
上
の
条
件
を
踏
ま
え
て
間
文
化
主
義
に
つ
い
て
論
じ

る
。
州
政
府
に
よ
る
間
文
化
主
義
の
公
的
な
承
認
が
な
い
の
は
間
文

化
主
義
へ
の
理
解
が
広
く
行
き
渡
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
と
し
た
後
、

以
下
の
よ
う
に
、
間
文
化
主
義
の
基
本
的
特
徴
を
列
挙
す
る
。
間
文

化
主
義
は
、
①
公
共
生
活
の
共
通
語
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
る
こ
と
、

②
全
州
民
の
参
加
と
貢
献
が
期
待
さ
れ
、
奨
励
さ
れ
る
民
主
的
な
社

会
で
あ
る
こ
と
、
③
基
本
的
な
民
主
的
価
値
の
尊
重
と
共
同
体
間
の

交
流
の
必
要
性
を
確
保
す
る
と
い
う
枠
組
み
の
下
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

貢
献
に
開
か
れ
た
多
元
主
義
的
社
会
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
三
つ
の

原
則
の
も
と
以
下
の
七
つ
の
構
成
要
素
を
も
つ
も
の
だ
と
す
る
。

①　

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
多
元
主
義
の
精
神
の
尊
重
に
基
づ
く
権
利
の

尊
重
。
そ
こ
か
ら
以
下
の
四
つ
の
要
請
が
導
き
出
さ
れ
る
。
⒜
あ
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ら
ゆ
る
市
民
の
経
済
お
よ
び
社
会
へ
の
組
み
込
み
。
⒝
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
と
移
民
を
抑
圧
す
る
不
平
等
お
よ
び
支
配
関
係
に
対
す
る
戦

い
。
⒞
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
あ
る
い
は
人
種
主
義
の
拒
絶
。
⒟

市
民
・
政
治
活
動
に
あ
ら
ゆ
る
市
民
が
参
加
で
き
る
こ
と
を
保
証

す
る
必
要
。

②　

市
民
活
動
お
よ
び
共
通
文
化
の
主
要
言
語
で
あ
り
、
ケ
ベ
ッ
ク

の
公
用
語
で
あ
り
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
独
自
性
の
基
盤
で
あ
り
、
そ
し

て
統
合
媒
体
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
振
興
。

③　

ケ
ベ
ッ
ク
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
、
そ
の
多
様
性
を
丸
ご
と
考
慮
に
入

れ
て
考
え
る
こ
と
。
そ
の
多
様
性
は
、
⒜
フ
ラ
ン
ス
語
系
カ
ナ
ダ

の
遺
産
か
ら
生
じ
た
フ
ラ
ン
ス
語
系
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
⒝
エ
ス

ニ
ッ
ク
文
化
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

地
位
に
あ
る
英
語
系
ケ
ベ
ッ
ク
人
を
含
む
）
か
ら
形
成
さ
れ
る
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
帰
属
と
い
う
点
で
、

各
構
成
要
素
が
自
ら
の
将
来
を
確
実
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
こ

と
は
正
当
で
あ
る
と
の
相
互
承
認
が
そ
れ
に
加
わ
る
。

④　

統
合
の
強
調
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
人
全
体
を
繫
ぎ
、

異
文
化
を
調
和
さ
せ
る
相
互
性
の
原
則
を
求
め
る
倫
理
契
約
と
調

和
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤　

統
合
の
障
害
、
ま
た
は
差
別
の
源
泉
で
あ
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

に
対
す
る
闘
争
の
手
段
と
し
て
、
文
化
間
の
相
互
作
用
、
歩
み
寄

り
、
交
流
を
推
奨
す
る
。

⑥　

多
様
性
の
出
会
い
の
場
と
な
る
一
つ
の
共
通
文
化
の
発
展
。
そ

れ
は
、
主
に
諸
々
の
価
値
と
一
つ
の
記
憶
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
さ
ま
ざ
ま
な
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
が
相
互
尊
重
の
な
か
で
そ
れ
ぞ
れ
の
貢
献
を
結
び
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
。

⑦　

一
つ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
一
つ
の
帰
属
意
識
、
そ
し
て
一

つ
の
ケ
ベ
ッ
ク
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
文
化
の
推
進
、
こ
こ
で
い
う
ケ

ベ
ッ
ク
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
文
化
と
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
文
化
、
さ
ま

ざ
ま
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
文
化
、
そ
し
て
共
通
文
化
の
三
つ
の
糸
が

織
り
な
す
も
の
で
、
恒
常
的
に
発
展
し
、
外
部
か
ら
の
貢
献
に
大

き
く
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

よ
り
一
般
的
に
言
え
ば
、
間
文
化
主
義
の
特
徴
は
、
時
に
競
合
す

る
信
仰
、
伝
統
、
習
慣
お
よ
び
理
想
に
折
り
合
い
を
つ
け
る
際
に
、

ケ
ベ
ッ
ク
の
基
本
的
価
値
を
尊
重
し
つ
つ
、
バ
ラ
ン
ス
を
追
求
す
る

点
に
あ
る
。

　

間
文
化
主
義
の
構
成
要
素
は
、
簡
略
的
に
表
示
す
る
と
、
フ
ラ
ン

ス
語
、
二
元
性
（
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
関
係
の
存
在
を

意
識
す
る
こ
と
）、
統
合
、
歩
み
寄
り
と
相
互
作
用
、
一
つ
の
共
通

文
化
、
一
つ
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
文
化
、
そ
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
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第
三
章
で
は
、
多
文
化
主
義
と
間
文
化
主
義
が
対
比
さ
れ
、
前
者

よ
り
も
後
者
の
方
が
ケ
ベ
ッ
ク
に
よ
り
適
合
す
る
と
い
う
。
筆
者
に

よ
る
と
多
文
化
主
義
の
特
色
は
以
下
の
通
り
。

　

⒜　

ネ
イ
シ
ョ
ン
は
個
人
と
集
団
の
集
ま
り
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。

多
文
化
主
義
に
お
い
て
は
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
文
化
と
か
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
文
化
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

⒝　

社
会
を
断
片
化
の
危
機
に
晒
す
ほ
ど
、
社
会
統
合
を
脅
か
す

多
様
性
に
つ
い
て
開
か
れ
た
思
想
で
あ
る
。

　

⒞　

相
対
主
義
に
陥
っ
た
多
元
主
義
を
実
践
す
る
。
そ
の
実
践
は
、

基
本
的
で
普
遍
的
な
諸
価
値
を
犠
牲
に
し
て
な
さ
れ
る
。

　

⒟　

エ
ス
ニ
ッ
ク
文
化
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
振
興
す
る
。
だ
が
、
そ

の
結
果
、
自
ら
が
帰
属
す
る
共
同
体
と
距
離
を
置
き
た
い
と
願

う
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
を
共
同
体
の
な
か
に
押
し
留
め
、
そ

こ
か
ら
出
ら
れ
な
く
し
て
し
ま
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
多
文
化
主
義
の
特
徴
を
ま
と
め
た
う
え
で
筆
者
は
、

両
者
の
違
い
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。

①　

最
も
決
定
的
で
最
も
明
ら
か
な
要
素
は
間
文
化
主
義
が
ケ
ベ
ッ

ク
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
受
け
入
れ
社
会
と
し
て
丸
ご
と
と
ら
え
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
他
方
、
多
文
化
主
義
は
カ
ナ
ダ
の
モ
ザ
イ
ク
を
構

成
す
る
あ
ら
ゆ
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
（
あ
る
い
は
「
集
合
体
」）

の
な
か
の
一
つ
と
し
て
認
め
る
の
は
［
ケ
ベ
ッ
ク
人
の
な
か
で

も
］
フ
ラ
ン
ス
語
系
カ
ナ
ダ
人
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
ケ
ベ
ッ
ク
人
の

み
で
あ
る
。
一
般
的
に
言
っ
て
、
多
文
化
主
義
は
複
数
の
ネ
イ

シ
ョ
ン
か
ら
な
る
カ
ナ
ダ
と
い
う
概
念
を
拒
絶
し
て
い
る
（
一
九

八
八
年
法
を
参
照
せ
よ
）。

②　

間
文
化
主
義
の
場
合
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
文
化
の
存
在
を
認
め
一

つ
の
共
通
文
化
、
一
つ
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
文
化
の
発
展
を
主
張
す
る

が
、
多
文
化
主
義
の
場
合
は
（
カ
ナ
ダ
に
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
文
化

は
存
在
せ
ず
、
多
様
性
こ
そ
が
同
国
の
基
本
的
特
徴
で
あ
る
と
す

る
立
場
か
ら
）
英
語
系
カ
ナ
ダ
に
は
「
彼
ら
／
わ
れ
わ
れ
の
関
係

の
認
識
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

③　

フ
ラ
ン
ス
語
系
ケ
ベ
ッ
ク
人
は
、
自
身
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ

る
た
め
、
社
会
的
文
化
的
な
分
断
化
、
周
縁
化
、
ゲ
ッ
ト
ー
化
と

い
っ
た
社
会
形
態
を
基
本
的
に
恐
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
間
文

化
主
義
は
統
合
を
格
別
に
強
調
す
る
。
多
文
化
主
義
は
こ
う
し
た

関
心
を
同
等
に
育
て
て
は
こ
な
か
っ
た
。

④　

集
合
体
と
い
う
価
値
の
側
面
を
間
文
化
主
義
は
強
調
す
る
が
多

文
化
主
義
は
軽
視
す
る
。

⑤　

間
文
化
主
義
は
言
語
の
保
護
を
重
視
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
多

文
化
主
義
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
（
英
語
は
グ
ロ
ー
バ
ル
言
語

だ
が
フ
ラ
ン
ス
語
は
違
う
の
で
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
移
民
の
多
く
は
フ

ラ
ン
ス
語
よ
り
英
語
を
重
視
す
る
と
い
う
事
情
も
影
響
し
て
い
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る
）。

⑥　

多
文
化
主
義
は
一
般
に
社
会
の
な
か
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
保
護

を
重
視
す
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
系
住
民
の
多
い
ケ
ベ
ッ
ク
の
よ
う

な
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ネ
イ
シ
ョ

ン
）
の
よ
う
な
存
在
に
対
し
て
は
無
関
心
で
あ
る
。

⑦　

間
文
化
主
義
で
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
住
民
の
も
つ
歴
史
的
記
憶
が
重

視
さ
れ
集
合
的
価
値
が
尊
重
さ
れ
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
要
素
の
一
つ

と
し
て
の
集
合
的
記
憶
や
歴
史
の
共
有
を
重
視
す
る
が
、
多
文
化

主
義
は
、
言
語
・
記
憶
・
歴
史
な
ど
へ
の
関
心
を
同
等
に
は
涵
養

し
て
こ
な
か
っ
た
。

⑧　

間
文
化
主
義
で
は
異
文
化
の
間
の
衝
突
を
調
整
す
る
際
に
統
合

が
重
視
さ
れ
る
が
、
多
文
化
主
義
で
は
、
統
合
へ
の
関
心
は
低
い
。

⑨　

間
文
化
主
義
で
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
伝
統
的
宗
教
で
は
あ
る
が
、

カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
ラ
イ
シ
テ
の
観
点
か
ら
ケ
ベ
ッ
ク
ネ
イ
シ
ョ

ン
の
要
素
か
ら
排
除
し
て
い
る
が
、
多
文
化
主
義
で
は
政
教
分
離

へ
の
関
心
は
低
い
よ
う
で
あ
る
（
英
国
国
教
の
重
視
）。

⑩　

間
文
化
主
義
で
は
ケ
ベ
ッ
ク
の
共
通
文
化
の
形
成
を
重
視
す
る

が
、
多
文
化
主
義
に
は
カ
ナ
ダ
の
共
通
文
化
形
成
へ
の
意
欲
は
感

じ
ら
れ
な
い
。

　

以
上
の
項
目
整
理
は
そ
の
前
の
も
の
と
は
異
な
る
。
筆
者
に
よ
る

多
文
化
主
義
と
間
文
化
主
義
の
対
比
は
一
〇
項
目
数
頁
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
が
長
文
な
の
で
、
評
者
が
概
略
的
に
ま
と
め
直
し
た
。
筆

者
の
主
張
は
、
多
文
化
主
義
は
社
会
を
統
合
す
る
核
と
な
る
文
化
・

言
語
を
認
め
ず
、
国
内
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
文
化
・
言
語
の
存
続
を
重

視
し
社
会
統
合
は
軽
視
し
、
社
会
の
分
裂
さ
え
厭
わ
な
い
の
で
統
合

政
策
と
は
言
え
な
い
し
ろ
も
の
で
、
そ
の
真
逆
な
も
の
が
間
文
化
主

義
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
少
々
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
か
と
思
え
る
の

で
、
カ
ナ
ダ
あ
る
い
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
主
義
研
究
者
が

筆
者
に
よ
る
多
文
化
主
義
の
ま
と
め
を
、
単
純
化
し
過
ぎ
た
も
の
だ

と
批
判
的
に
み
る
可
能
性
が
高
い
が
、
そ
の
点
を
見
越
し
て
筆
者
は

カ
ナ
ダ
の
多
文
化
主
義
は
導
入
さ
れ
た
時
よ
り
変
化
し
て
い
る
「
流

動
的
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」
な
も
の
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
整
理
す
る
。

　

つ
ま
り
、
①
一
九
七
〇
年
代
の
導
入
時
の
多
文
化
主
義
は
、
言
語

と
文
化
の
多
様
性
の
保
護
と
振
興
が
重
視
さ
れ
て
い
た
が
、
②
一
九

八
〇
年
代
か
ら
は
社
会
的
領
域
（
不
平
等
と
排
斥
に
対
す
る
戦
い
）

と
同
時
に
、
人
種
差
別
と
の
戦
い
が
と
く
に
表
明
さ
れ
た
法
的
要
素

が
重
要
に
な
る
と
と
も
に
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
民
族
的
伝
統
の
保
護

を
目
指
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
第
に
取
り
や
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

③
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
集
合
体
の
一

体
性
、
統
合
と
共
通
価
値
、
カ
ナ
ダ
へ
の
帰
属
意
識
、
そ
し
て
カ
ナ

ダ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
（
あ
る
い
は
強
化
）
へ
の
関
心
が
増

大
し
た
。
こ
れ
は
、
強
力
な
カ
ナ
ダ
文
化
へ
の
移
民
の
統
合
が
国
民
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に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
は
じ
め
た
か
ら
で
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
変

化
は
多
文
化
主
義
の
間
文
化
主
義
化
へ
の
進
化
と
い
っ
て
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
筆
者
は
い
う
。

　

以
上
、
間
文
化
主
義
と
は
何
か
、
多
文
化
主
義
と
は
ど
う
違
う
の

か
と
い
う
議
論
を
し
て
き
た
上
で
、
間
文
化
主
義
は
ケ
ベ
ッ
ク
と
い

う
特
殊
な
社
会
状
況
に
は
カ
ナ
ダ
の
多
文
化
主
義
よ
り
適
合
的
だ
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
他
の
多
文
化
社
会
に
も
適
合
す
る
と
主
張
し
て

き
た
の
だ
が
、
第
四
章
で
は
、
間
文
化
主
義
に
対
し
て
は
ケ
ベ
ッ
ク

だ
け
で
も
多
種
多
様
な
批
判
が
存
在
す
る
こ
と
を
正
直
に
列
挙
し
て

明
ら
か
に
し
、
批
判
に
丹
念
に
対
応
し
て
い
る
。
そ
の
批
判
は
確
か

に
間
文
化
主
義
が
多
文
化
主
義
よ
り
ケ
ベ
ッ
ク
文
化
を
重
視
し
て
い

る
が
、
多
文
化
主
義
同
様
に
多
元
主
義
で
あ
る
か
ら
ケ
ベ
ッ
ク
の
伝

統
的
文
化
の
将
来
は
不
安
だ
と
い
う
ケ
ベ
ッ
ク
文
化
の
脆
弱
性
を
基

に
す
る
「
文
化
的
批
判
」
と
、
多
文
化
社
会
の
統
合
に
は
民
族
主
義

的
で
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
要
素
に
依
存
し
た
統
合
よ
り
、
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
な

価
値
や
要
素
に
基
づ
く
統
合
で
十
分
だ
か
ら
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
内
容

を
強
調
す
る
間
文
化
主
義
は
結
局
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
文
化
・
言
語
の

抑
圧
に
つ
な
が
る
と
い
う
「
法
的
な
批
判
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
論

じ
て
い
る
。

　

ま
た
第
五
章
で
は
、
間
文
化
主
義
を
考
え
る
う
え
で
ラ
イ
シ
テ

（
世
俗
主
義
・
政
教
分
離
主
義
）
が
英
語
圏
よ
り
フ
ラ
ン
ス
文
化
圏

で
は
強
調
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
問
題
だ
と
し
て
、
ラ
イ
シ
テ
原
理
主

義
的
な
観
点
か
ら
す
べ
て
の
宗
教
を
否
定
す
る
よ
う
な
「
排
他
的
な

ラ
イ
シ
テ
」
に
至
る
こ
と
が
あ
り
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
抑
圧
に
つ
な
が

ら
な
い
よ
う
に
、
間
文
化
主
義
に
従
っ
た
、「
包
摂
的
な
ラ
イ
シ
テ
」

を
推
奨
す
る
。
こ
れ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
増
大
を
意
識
し
た
議

論
だ
が
、
間
文
化
主
義
の
成
功
に
は
こ
の
点
が
重
要
だ
と
す
る
。
最

後
の
結
論
で
は
、
改
め
て
ケ
ベ
ッ
ク
の
よ
う
な
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
で
も
あ
る
と
い
う
特
殊
な
多
文
化
社
会
状
況
に
は
多
文

化
主
義
よ
り
は
間
文
化
主
義
が
妥
当
す
る
が
、
し
か
し
、
第
四
章
で

明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
右
派
か
ら
も
左
派
か
ら
も
批
判
さ
れ
た
上

に
、
連
邦
政
府
か
ら
も
冷
淡
に
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
だ
ま

だ
や
る
べ
き
こ
と
は
多
い
と
し
て
本
論
を
閉
じ
る
。
さ
ら
に
最
後
の

後
書
き
で
、
ケ
ベ
ッ
ク
で
も
欧
州
同
様
に
公
務
員
は
宗
教
的
な
シ
ン

ボ
ル
や
衣
服
の
着
用
を
ラ
イ
シ
テ
の
観
点
か
ら
認
め
な
い
こ
と
を
含

む
「
ケ
ベ
ッ
ク
価
値
憲
章
」
の
法
制
化
を
目
論
む
ケ
ベ
ッ
ク
州
ケ

ベ
ッ
ク
党
政
権
の
動
き
を
批
判
し
て
、
よ
り
中
庸
な
間
文
化
主
義
の

重
要
性
を
強
調
す
る
。

批　

評

　

間
文
化
主
義
あ
る
い
は
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
の
議
論
は
、

常
に
多
文
化
主
義
が
失
敗
し
た
と
い
う
議
論
と
一
対
に
な
っ
て
論
じ
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ら
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
長
い
間
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
者

と
し
て
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
多
文
化
主
義
」
を
研
究
し
て
き
た
評
者

と
し
て
は
無
視
で
き
な
い
。
本
書
を
一
読
し
た
と
こ
ろ
で
の
最
初
の

印
象
は
、
失
礼
だ
が
間
文
化
主
義
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
一
種
で
は
な

い
の
か
、
や
け
に
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ケ
ベ
ッ
ク
（
ケ
ベ
ッ
ク
ネ

イ
シ
ョ
ン
）
と
フ
ラ
ン
ス
語
が
過
大
に
重
視
さ
れ
て
い
る
し
、
ケ

ベ
ッ
ク
で
は
そ
も
そ
も
移
民
の
子
女
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
教
育
を
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
上
に
（
一
九
七
七
年
第
一
〇
一
号
法
案
に
基
づ
く

フ
ラ
ン
ス
語
憲
章
）、
こ
ん
な
に
も
ケ
ベ
ッ
ク
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
し

て
の
地
位
と
そ
の
中
核
性
、
す
な
わ
ち
創
設
文
化
と
し
て
の
ケ
ベ
ッ

ク
文
化
と
共
通
言
語
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
存
在
意
義
の
強
調
は

不
必
要
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
え
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
多
文
化
共

生
を
目
指
す
議
論
と
し
て
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
統
合
が
し
ば
し
ば
過
剰

に
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
大
い
に
違
和
感
を
も
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
国
際
移
民
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
国
民

国
家
の
動
揺
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
揺
ら
ぎ
と
断
片

化
・
多
様
化
が
指
摘
さ
れ
、
と
く
に
移
民
若
者
が
ホ
ス
ト
社
会
の
移

民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
国
民
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
身
に
つ
け
る
の
で

は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
よ
り
広
が
っ
た
繫
が
り
で
あ
る
ポ
ス

ト
ナ
シ
ョ
ナ
ル
あ
る
い
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
つ

動
き
が
強
ま
り
、
古
典
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
議
論
は
時
代
遅
れ

だ
と
し
て
同
概
念
の
使
用
を
や
め
よ
う
と
い
う
議
論
さ
え
出
て
い
る

時
代
に
な
ん
と
も
奇
妙
な
議
論
だ
と
感
じ
た
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
ケ
ベ
ッ
ク
文
学
の
世
界
で
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
へ
の
拘
り
と
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
超
越
し
よ
う
と
す
る
ト
ラ
ン
ス
カ

ル
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
（
文
化
横
断
主
義
）
の
展
開
も
生
じ
て
い
る
時
代

で
あ
る
。
確
か
に
本
質
主
義
的
文
化
観
と
、
ケ
ベ
ッ
ク
ネ
イ
シ
ョ
ン

を
フ
ラ
ン
ス
語
系
カ
ナ
ダ
人
の
期
待
す
る
フ
ラ
ン
ス
的
文
化
に
よ
っ

て
統
合
す
る
と
い
う
過
激
な
主
張
は
退
け
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
そ
れ
を
中
心
と
し
た
統
合
が
過
度
に

強
調
さ
れ
る
傾
向
は
最
近
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
多
文
化
主
義
に
お
い

て
も
強
ま
っ
て
き
て
お
り
致
し
方
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の

よ
う
な
議
論
を
日
本
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
に
は
慎
重
に
な

る
べ
き
だ
ろ
う
。
い
ろ
い
ろ
欠
点
は
あ
る
け
れ
ど
多
文
化
主
義
の
方

が
ま
だ
ま
し
の
よ
う
に
思
え
る
し
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
強
調
す
る
の
か

し
な
い
の
か
と
い
う
点
が
両
者
の
大
き
な
違
い
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の

他
の
点
で
は
あ
ま
り
違
い
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
間
文
化
主
義
は
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ケ
ベ
ッ

ク
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
性
を
強
調
し
、
ケ
ベ
ッ
ク
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、

多
元
主
義
を
採
用
し
つ
つ
も
創
設
文
化
あ
る
い
は
創
設
文
化
を
核
に

し
つ
つ
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
文
化
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
つ
つ
新
た
に
共

通
文
化
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
統
合
の
た
め
に
必
要
だ
と
主
張
す
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る
の
か
、
そ
の
理
由
が
気
に
な
る
。
そ
の
一
つ
は
ケ
ベ
ッ
ク
を
ネ
イ

シ
ョ
ン
と
考
え
、
そ
の
存
続
と
自
立
を
望
む
人
々
が
ケ
ベ
ッ
ク
の
フ

ラ
ン
ス
語
系
住
民
に
は
ま
だ
多
く
、
そ
の
人
々
は
多
文
化
主
義
と
間

文
化
主
義
な
ど
の
多
元
主
義
そ
の
も
の
に
反
対
し
て
い
る
の
で
、
間

文
化
主
義
は
ケ
ベ
ッ
ク
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
認
識
さ

せ
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
（
間
文
化
主
義
反
対
者
へ
の
配
慮
）、

さ
ら
に
重
要
な
理
由
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
人
々
が
多
い
の
か
を
考
え

る
た
め
に
は
ケ
ベ
ッ
ク
の
歴
史
を
見
る
必
要
が
あ
る
と
思
え
た
の
で
、

ケ
ベ
ッ
ク
の
歴
史
を
多
少
調
べ
た
と
こ
ろ
、
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
次

第
で
あ
る
。

　

素
人
理
解
だ
が
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。
最
初
に
現
在
の
カ
ナ

ダ
に
移
住
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
系
移
民
が

現
在
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
地
域
に
集
住
し
て
い
た
の
だ
が
、
後
か
ら
移
住

し
て
き
た
英
国
系
移
民
が
、
結
局
は
数
的
に
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
だ
が
、

ケ
ベ
ッ
ク
を
英
国
の
植
民
地
と
し
て
カ
ナ
ダ
に
併
合
し
て
以
来
、
長

い
間
英
国
領
カ
ナ
ダ
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
屈
辱
的
な
生
活
を
強

い
ら
れ
、
英
語
と
英
文
化
の
強
制
の
下
で
フ
ラ
ン
ス
語
系
カ
ナ
ダ
人

の
文
化
・
言
語
は
常
に
そ
の
存
続
が
脅
か
さ
れ
て
い
た
脆
弱
な
存
在

だ
っ
た
の
で
あ
る
（
生
き
残
り
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
基
づ
く
ネ
イ
シ
ョ

ン
）。
英
国
系
住
民
は
フ
ラ
ン
ス
文
化
系
住
民
の
特
別
な
地
位
を
認

め
て
は
い
た
も
の
の
、
実
際
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
系
住
民
は
二
流
市
民

で
あ
っ
た
。
社
会
経
済
的
に
も
地
方
農
村
や
都
市
の
下
層
社
会
に
押

し
込
め
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
状
態
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
「
静
か
な
る
革
命
」
の
時
代
を

迎
え
る
時
ま
で
継
続
し
、
同
革
命
を
経
て
よ
う
や
く
日
の
当
た
る
場

所
に
出
て
き
た
の
が
フ
ラ
ン
ス
語
系
カ
ナ
ダ
人
で
あ
り
、
一
九
六
〇

年
代
に
ケ
ベ
ッ
ク
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
燃
え
盛
り
、
自
ら
の
ネ
イ

シ
ョ
ン
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
時
に
、
筆
者
が
言
う
よ
う
に
支
配
的

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
文
化
の
存
在
を
否
定
し
、
集
合
体
の
法
的
地
位
を

軽
視
す
る
カ
ナ
ダ
多
文
化
主
義
が
、
ケ
ベ
ッ
ク
出
身
者
で
連
邦
主
義

者
で
あ
っ
た
ト
ル
ド
ー
首
相
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、
多
文
化
主
義
に
よ
っ
て
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ケ
ベ
ッ
ク

の
存
在
が
無
視
さ
れ
る
と
同
時
に
、
他
の
よ
り
新
し
い
移
民
集
団
と

同
様
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
の
一
つ
と
し
て
扱
わ
れ
た

の
だ
か
ら
、
筆
者
だ
け
で
な
く
、
た
い
て
い
の
フ
ラ
ン
ス
語
系
カ
ナ

ダ
人
で
あ
れ
ば
腹
立
た
し
い
気
分
に
な
る
だ
ろ
う
。
旧
英
領
北
ア
メ

リ
カ
法
を
踏
襲
し
た
一
九
八
二
年
憲
法
を
拒
否
し
て
い
る
ケ
ベ
ッ
ク

州
な
ら
当
然
で
あ
ろ
う
。
な
お
筆
者
は
、
本
文
冒
頭
に
引
用
し
た
著

書
で
南
北
ア
メ
リ
カ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に

お
け
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
生
成
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
の
比
較
研

究
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
未
だ
独
立
を
達
成
で
き
な
い
ケ

ベ
ッ
ク
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
大
き
く
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
付
け
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加
え
て
お
き
た
い

　

間
文
化
主
義
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
に
お
け
る
一
九
六
〇
年
代
の
「
静
か

な
る
革
命
」
以
後
、
ケ
ベ
ッ
ク
社
会
が
近
代
化
・
産
業
化
さ
れ
る
と

同
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
系
カ
ナ
ダ
人
の
社
会
・
経
済
的
地
位
が
向
上

し
た
時
に
、
カ
ナ
ダ
連
邦
が
人
口
の
多
様
化
を
進
め
、
一
九
七
一
年

に
多
文
化
主
義
を
採
用
し
た
こ
と
に
反
発
し
た
ケ
ベ
ッ
ク
州
政
府
が
、

多
文
化
主
義
を
拒
否
し
な
が
ら
も
他
方
で
独
自
に
多
様
性
を
統
合
す

る
施
策
と
し
て
、
独
自
に
導
入
し
、
規
模
を
拡
大
し
て
き
た
の
が
間

文
化
主
義
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
支
持
は
強
ま
っ
て
い
る
が
、
連

邦
政
府
の
多
文
化
主
義
の
よ
う
に
法
的
に
承
認
さ
れ
て
は
い
な
い
の

で
、
筆
者
は
早
く
法
的
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
経
緯
を
考
慮
す
れ
ば
間
文
化
主
義
の
導
入
を

筆
者
が
強
く
推
奨
す
る
こ
と
は
よ
く
理
解
で
き
る
し
、
ケ
ベ
ッ
ク
ネ

イ
シ
ョ
ン
を
重
視
し
な
が
ら
、
国
際
移
民
の
増
加
で
多
文
化
社
会
化

す
る
ケ
ベ
ッ
ク
の
現
実
を
考
慮
し
て
、
中
庸
な
多
元
的
統
合
モ
デ
ル

と
し
て
の
間
文
化
主
義
に
対
す
る
理
解
も
進
む
。
つ
い
で
な
が
ら
統

合
が
十
分
可
能
だ
と
い
う
自
信
に
満
ち
た
筆
者
の
議
論
も
ケ
ベ
ッ
ク

の
歴
史
と
関
係
し
そ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
ケ
ベ
ッ
ク
の
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
語
系
カ
ナ
ダ
人
（
ケ
ベ
ッ
ク
人
）
は
マ
ジ
ョ

リ
テ
ィ
と
は
い
え
、
歴
史
的
に
英
語
系
カ
ナ
ダ
の
な
か
の
脆
弱
な
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
り
、
そ
の
経
済
・
社
会
的
地
位
は
戦
後
の
新
た
な

移
民
の
そ
れ
ら
と
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
非
フ
ラ
ン
ス

語
系
新
移
民
の
多
く
は
子
女
に
フ
ラ
ン
ス
語
と
同
時
に
英
語
を
勉
強

さ
せ
て
社
会
的
上
昇
を
求
め
る
戦
略
の
選
択
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
語
系
カ
ナ
ダ
人
と
非
フ
ラ
ン
ス
語
系
移
民
集
団
と

の
社
会
的
格
差
や
距
離
・
軋
轢
は
大
き
く
な
く
、
他
の
多
文
化
社
会

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
支
配
―
従
属
関
係
は
強
く
な
い
と
い
う
こ
と
か

ら
、
統
合
は
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
は
抑
圧
的
な
も
の
で
は
な
い
し
、

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
文
化
の
重
視
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
文
化
の

差
異
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
調
整
す
る
こ
と
は
可
能
、
と
い
う
社
会
的
現

実
が
あ
る
の
で
、
筆
者
は
統
合
が
実
際
に
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
、

す
べ
き
だ
と
い
う
議
論
を
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
歴
史
を
考

慮
す
る
と
ケ
ベ
ッ
ク
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
統
合
が
大
き
く
強
調
さ
れ
る
こ

と
も
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
Ｅ
Ｕ
が
推
奨
す
る
イ
ン
タ
ー
カ
ル

チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
と
も
ケ
ベ
ッ
ク
の
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム

（
間
文
化
主
義
）
が
異
な
る
こ
と
も
理
解
で
き
る
。

　

ま
た
、
本
書
を
読
ん
で
カ
ナ
ダ
多
文
化
主
義
の
特
異
な
性
格
も
理

解
で
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
つ
ま
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文

化
主
義
を
研
究
し
て
い
る
者
か
ら
み
て
、
カ
ナ
ダ
の
多
文
化
主
義
の

よ
り
急
進
的
な
姿
が
見
え
て
く
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
ケ
ベ
ッ

ク
の
よ
う
な
存
在
は
な
い
。
カ
ナ
ダ
の
場
合
、
静
か
な
る
革
命
を
経

て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
強
化
し
た
ケ
ベ
ッ
ク
は
、
急
進
化
し
て
カ
ナ
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ダ
か
ら
の
独
立
を
求
め
る
存
在
と
な
り
、
対
応
に
窮
し
た
カ
ナ
ダ
連

邦
政
府
は
フ
ラ
ン
ス
語
と
フ
ラ
ン
ス
文
化
を
対
等
の
存
在
と
す
る
二

文
化
主
義
を
導
入
し
た
が
、
同
時
に
増
加
す
る
新
移
民
の
要
請
に
従

い
、
多
文
化
主
義
を
導
入
し
た
の
だ
が
、
そ
の
多
文
化
主
義
が
ケ

ベ
ッ
ク
の
反
発
を
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
多
文
化
主
義
を
導
入
す
る

際
に
、
ト
ル
ド
ー
首
相
が
カ
ナ
ダ
に
は
「
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
も
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
も
な
い
多
文
化
社
会
だ
」
と
規
定
し
た
の
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
抑
え
る
た
め
だ
っ
た
が
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
文
化
は

な
い
と
言
い
つ
つ
も
、
結
局
は
カ
ナ
ダ
で
も
ケ
ベ
ッ
ク
で
も
英
語
・

英
文
化
の
優
位
性
は
維
持
さ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
反

発
は
ま
ず
カ
ナ
ダ
か
ら
の
独
立
運
動
に
結
晶
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
一
九
八
〇
年
と
一
九
九
五
年
の
ケ
ベ
ッ
ク
独
立
を
求
め
る

州
民
投
票
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
ら
が
不
成
立
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
間

文
化
主
義
へ
の
支
持
が
強
ま
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
多
文
化
主
義
に
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
文
化
の
存
在
を
否
定
す

る
要
素
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
す
る
社
会
変

動
に
対
応
し
て
多
文
化
社
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
統
合
と
社
会
的
結

束
を
維
持
す
る
た
め
に
、
英
語
と
英
豪
文
化
複
合
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と
と
も
に
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
な
価
値
を
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
文
化
・

価
値
」
と
し
て
移
民
へ
の
市
民
教
育
を
推
進
し
統
合
を
進
め
る
と
い

う
リ
ベ
ラ
ル
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
傾
向
が
強
い
が
、
ホ
ワ
イ
ト
エ
ス

ニ
ッ
ク
な
要
素
の
強
調
に
対
し
て
は
ケ
ベ
ッ
ク
の
間
文
化
主
義
に
比

べ
相
当
に
慎
重
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
反
発
を
抑
え
る

た
め
の
カ
ナ
ダ
多
文
化
主
義
は
よ
り
急
進
的
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、

ア
ジ
ア
諸
国
に
取
り
囲
ま
れ
か
つ
て
は
白
豪
主
義
国
家
と
し
て
有
名

だ
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
主
義
は
よ
り
中
庸
な
も
の
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
両
者
の
違
い
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ
た
。
と
は
い

え
、
そ
れ
は
カ
ナ
ダ
の
多
文
化
主
義
が
筆
者
の
指
摘
す
る
通
り
の
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
の
話
で
あ
る
が
。

　

筆
者
に
よ
る
カ
ナ
ダ
多
文
化
主
義
の
理
解
が
果
た
し
て
正
し
い
の

か
ど
う
か
評
価
す
る
力
は
評
者
に
は
な
い
が
、
多
少
単
純
化
さ
れ
て

欠
点
が
強
調
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

し
、
筆
者
に
よ
る
カ
ナ
ダ
多
文
化
主
義
の
変
化
史
に
つ
い
て
の
議
論

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
主
義
の
歴
史
に
も
当
て
は
ま
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
で
筆
者
の
多
文
化
主
義
理
解
は
し
っ
か
り

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
往
々
に
し
て
多
文
化
主

義
の
批
判
者
の
議
論
が
、
筆
者
の
指
摘
す
る
よ
う
な
カ
ナ
ダ
多
文
化

主
義
の
変
遷
を
無
視
し
て
初
期
の
多
文
化
主
義
を
前
提
に
し
て
批
判

し
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
高
く
評
価
で
き
る
し
、
多
文
化
主
義
批
判

の
論
点
の
い
く
つ
か
は
そ
の
通
り
と
頷
く
し
か
な
い
。
と
は
い
え
、

ケ
ベ
ッ
ク
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
地
位
に
基

づ
く
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ケ
ベ
ッ
ク
を
認
め
な
い
か
ら
と
し
て
、
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多
文
化
主
義
と
間
文
化
主
義
の
政
策
面
で
の
類
似
的
な
側
面
に
つ
い

て
十
分
議
論
す
る
こ
と
な
く
、
一
方
的
に
間
文
化
主
義
を
持
ち
上
げ

る
の
は
フ
ェ
ア
ゴ
ー
な
態
度
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

筆
者
は
多
文
化
主
義
が
変
容
し
て
間
文
化
主
義
に
類
似
し
は
じ
め
て

い
る
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
政
策
に
お
い
て
大
き
な
違
い
は
ラ

イ
シ
テ
と
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
存
在
に
つ
い
て
だ
け
だ
と
す
る
な
ら
ば
、

筆
者
の
多
文
化
主
義
失
敗
論
を
や
す
や
す
と
受
け
入
れ
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
主
義
は
近
年
終
焉
し
た
と

い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
当
初
よ
り
社
会
的
結
束
と
統
合
の
重
要

性
と
公
用
語
と
し
て
の
英
語
と
相
互
理
解
と
文
化
交
流
に
よ
る
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
統
合
は
前
提
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
間
文
化
主

義
は
、「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
優
先
の
た
め
の
カ
ナ
ダ
多
文
化
主
義
」
に

対
抗
す
る
「
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
優
先
の
た
め
の
ケ
ベ
ッ
ク
多
文
化
主

義
」
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か

　

脆
弱
な
ネ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
る
ケ
ベ
ッ
ク
文
化
を
守
り
た
い
と
し
て

多
文
化
主
義
と
間
文
化
主
義
に
反
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
系
カ
ナ
ダ
人

の
不
安
を
緩
和
し
つ
つ
・
多
文
化
社
会
の
ケ
ベ
ッ
ク
の
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
文
化
を
保
護
し
つ
つ
統
合
し
よ
う
と
す
る
の
が
間
文
化
主
義
で

あ
る
が
、
今
後
、
多
文
化
主
義
と
間
文
化
主
義
の
冷
静
な
比
較
研
究

が
要
請
さ
れ
る
。
た
だ
、
多
文
化
主
義
に
し
ろ
、
間
文
化
主
義
に
し

ろ
、
双
方
と
も
国
家
あ
る
い
は
州
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
増
加
に
と
も
な
う
多
文
化
社
会
化
を
前
に
し
て
、
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
の
都
合
に
合
わ
せ
た
上
か
ら
目
線
に
よ
る
社
会
統
合
政
策
で
あ

り
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
多
文
化
性
を
管
理
す
る
の
は
当
然
と
い
う
論

理
に
変
わ
り
な
く
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
移
民
や
先
住
民
か
ら
み
た
双
方

の
施
策
が
、
真
に
受
け
入
れ
可
能
な
も
の
か
ど
う
か
考
慮
す
る
こ
と

も
必
要
だ
ろ
う
。
な
お
最
後
に
、
カ
ナ
ダ
の
移
民
政
策
と
移
民
統
合

の
た
め
の
多
文
化
主
義
に
つ
い
て
は
、
加
藤
普
章
『
カ
ナ
ダ
の
多
文

化
主
義
と
移
民
統
合
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
）
を
あ

わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

�

（
彩
流
社
、
二
〇
一
七
年
）
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